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研究成果の概要（和文）： 

産業保健師は、産業保健スタッフの一員として看護の専門性を活かしながら、メンタルヘル

ス対策を行う必要があり、課題解決可能な人材の育成が急務である。しかしながら、産業保健

師が雇用されている職場では計画的な教育訓練が行われていない職場が多く、専門職としての

自己教育力に委ねられていることが多い。産業保健師は行政保健師とは異なり、それぞれの所

属機関の教育体制を整備することは難しく、ケアの質が保証されにくい現状がある。そのため、

本研究では、メンタルヘルス活動に限定し、産業保健師のケアの質を担保できる活動指標を開

発することであった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Occupational health Nurses (OHNs) are needed to perform practices for mental health 

at work with extensive knowledge and experience regarding nurse's expertise. Besides, 
it is crucial to develop human resources such as OHNs with problem-solving ability. The 
development of OHNs, however, depends on individual efforts since almost all of the 
workplaces in Japan do not provide organizational job training programs. Compared with 
public health nurses, it is more difficult to establish educational system for OHNs on 
each company. Hence, to maintain quality of mental health care among workplaces, the 
purpose of this study was to develop and provide mental health care scale for OHNs. 
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１．研究開始当初の背景 
 職場生活において強い不安やストレス

を感じる労働者が 6割を超え、さらに業務に
よる心理的負荷を原因として精神疾患が発
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症するなど、メンタルヘルス対策の取り組み
が課題となっている1）。（財）労働行政研究所
が行った調査結果によると、最近 3年間でメ
ンタルヘルス不調者が増加したと回答した
企業は 55.2％であり、1000 人以上の大手で
は 70.8％が増加したと回答した。さらに、メ
ンタルヘルス不調で１ケ月以上休職してい
る社員がいると回答した企業は 62.7％で、１
社につき平均 9.5人の休職者がおり、全従業
員数に対する休職者の割合は 0.49％であっ
た。産業保健師は、産業保健スタッフの一員
として看護の専門性を生かしながら、メンタ
ルヘルス対策を行う必要があり、課題解決可
能な人材の育成が急務である。しかしながら、
産業保健師が雇用されている職場では計画
的な教育訓練が行われていない職場が多く、
専門職としての自己教育力に委ねられてい
ることが多い2）。そのため、産業保健師につ
いては、それぞれの所属機関の教育体制を整
備することは難しく、ケアの質は確保されに
くい現状がある。一方、行政機関に所属する
保健師は、現任教育の再構築が検討されてお
り、保健師の質の担保に向けて協議が始まっ
ている3）。保健師の教育の在り方が見直され
ている昨今、行政の保健師の質の確保だけで
はなく、産業看護分野を視野に入れた教育シ
ステムの構築が必要である。ケアの質が保証
されにくい現状がある。そのため、本研究で
は、メンタルヘルス活動に限定し、産業保健
師のケアの質を担保できる活動指標を開発
することを研究の目的とした。 
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２．研究の目的 
本研究は、メンタルヘルス対策における産

業保健師の活動に焦点を当て、メンタルヘル
スに関する産業保健師の活動指標尺度を開
発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

研究 1ではメンタルヘルス対策に関する活

動項目およびコンピテンシーを抽出した。企

業に勤務する産業保健師で、産業保健師とし

ての勤務経験が 11年以上の者で、（社）日本

産業衛生学会産業看護部会評議員より、推薦

を得た 10名に対してインタビューを行った。

得られたデータは帰納的アプローチによる

質的記述研究法によって分析を行い、産業保

健師の活動内容およびコンピテンシーを抽

出した。また、研究の信頼性・妥当性を確保

するために、分析過程において質的研究者の

スーパーバイズを受けた。研究にあたっては、

東京慈恵会医科大学および九州大学の利益

相反委員会・倫理委員会へ申請書を提出し、

両委員会の承認を得た後に調査を行った。 

研究 2では、研究 1で抽出した項目を用い

て尺度の作成および尺度の妥当性と信頼性

の検討を行う。評価尺度と属性（年齢・性別・

勤務歴・業種・従業員数・産業保健スタッフ

の構成など）および看護基礎教育における批

判的思考態度を測定する尺度（以下、批判的

思考態度尺度）、首尾一貫感覚尺度（Sense of 

Coherence：SOC）を記載した自記式質問紙を

作成した。質問紙は産業医学推進研究会およ

び産業保健師会に所属する産業保健師に郵

送にて配布し回収を行う。得られたデータは、

因子的妥当性の検討として因子分析を行い、

基準関連妥当性の検討として質の評価尺度

およびを点数化し相関関係をみる。Cronbach

α係数を調べ、尺度原案の妥当性と信頼性の

検討を行う。データの解析にはSPSS16.0Jお

よびAmos17.0 for Windowsを使用する。研究

にあたっては、東京慈恵会医科大学の利益相

反委員会・倫理委員会へ申請書を提出し、両

委員会にて承認を得た後に調査を実施した。 
 
４．研究成果 
インタビュー調査 
参加人数は 10 名で平均年齢 42.70±4.64

歳、産業保健師としての平均勤務年数 15.1
±3.67歳であった。学歴は、修士１名、学士
１名、准学士２名、未回答５名であった。日
本産業衛生学会認定の産業保健師の資格取
得者は 5名であり、産業カウンセラーの資格
取得者は 3名であった。 
 
メンタルヘルス対策に関するコンピテンシ
ー項目 
一次予防・二次予防・三次予防に関する産

業保健師のコンピテンシーについて、インタ
ビューデータより抽出した（表 1）。カテゴリ
ーを【 】、サブカテゴリーを＜ ＞で示す。 
カテゴリーとして、【情報収集能力】、【情

報分析能力】、【企画・計画立案能力】、【ケア
提供能力】、【関係調整能力】、【プレゼンテー
ション能力】の 6つが抽出できた。 
【情報収集能力】としては、＜必要な関係者
より情報収集することができる＞、＜利用可
能な既存の社会資源について把握できる＞
など 9つのサブカテゴリーが抽出された。【情



報分析能力】としては、＜集団のデータを統
計的な手法を用いて量的に分析できる＞、＜
個別のデータを質的に分析できる＞など 7つ
のサブカテゴリーが抽出された。【企画・計
画立案能力】としては、＜人・物・予算の確
保ができる＞、＜実行可能な計画立案ができ
る＞など 10 つのサブカテゴリーが抽出され
た。【ケア提供能力】としては、＜会場設営
や必要物品などの事前準備ができる＞、＜活
動目的・目標を達成できるような働きかけが
できる＞など 5つのサブカテゴリーが抽出さ
れた。【関係調整能力】としては、＜従業員、
産業医、上司、人事など関係者と信頼関係が
構築できる＞、＜関係者と良好な関係を維持
できる＞の 2つのサブカテゴリーが抽出され
た。【プレゼンテーション能力】では、＜資
料やデータを分かりやすく説明できる＞、＜
活動や成果を PR する機会をつくることがで
きる＞などの 3つのサブカテゴリーが抽出さ
れた。 
 
表１.メンタルヘルス対策における産業保健
師のコンピテンシー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メンタルヘルス対策に関する産業保健師の

活動項目 
インタビューデータおよび平成 21 年 3 月

に改訂された「心の健康問題により休業した
労働者の職場復帰支援の手引き」より第三次
予防および心の健康問題により休業した労
働者の職場復帰支援に関する産業保健師活
動項目を抽出し、手引きに示された職場復帰
支援の流れ【第 1ステップ：病気休業開始及
び休業中のケア】、【第 2ステップ：主治医に
よる職場復帰可能の判断】、【第 3ステップ：
職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援プ
ランの作成】、【第 4ステップ：最終的な職場
復帰の決定】、【第 5ステップ：職場復帰後の
フォローアップ】までの支援過程を分類した
（表 2）。 
休業開始前の事項である「事業場職場復帰支
援の体制づくりおよびプログラムの策定」を
【第 0 ステップ】とした。【第 0 ステップ】
事業場職場復帰支援の体制づくりおよびプ
ログラムの策定では、＜人事労務担当者や衛
生管理者等の関係者と職場復帰支援プログ
ラムの策定に関わる＞、＜職場復職支援プロ
グラムについて、労働者や管理監督者に教育
研修を行う＞などの 12 つのサブカテゴリー
が抽出された。【第 1 ステップ：病気休業開
始及び休業中のケア】については、＜当該労
働者よりメンタルヘルス不調や休業に至る
までの経過および現在の状況を確認する＞、
＜休業中は当該労働者と連絡する機会を持
ち、休業中の状況確認および適切な療養生活
について指導を行う＞など、25つのサブカテ
ゴリーが抽出された。【第 2 ステップ：主治
医による職場復帰可能の判断】については、
＜当該労働者からの職場復帰の意思表示の
確認を行う＞、＜職場復帰に関する家族の意
見について、情報収集を行う＞など、7 つの
サブカテゴリーが抽出された。【第 3 ステッ
プ：職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援
プランの作成】については、＜当該労働者の
業務遂行能力について情報収集を行う＞、＜
必要に応じて当該労働者の家庭での状態に
ついて情報収集を行う＞など、22つのサブカ
テゴリーが抽出された。【第 4 ステップ：最
終的な職場復帰の決定】については、＜事業
者の最終的な職場復帰の決定を待ち、当該労
働者に報告をする＞、＜当該労働者の状況に
ついて、疾患の再燃・再発の有無、回復過程
における症状の動揺の様子等について、最終
的な確認を行う＞など、5 つのサブカテゴリ
ーが抽出された。【第 5 ステップ：職場復帰
後のフォローアップ】では、＜労働者および
職場状況につき労働者本人および管理監督
者から話を聞き、適宜、職場復帰支援プラン
の評価や見直しを行っていく＞、＜管理監督
者には、当該労働者の観察および支援を行う
ように指導する＞など、15つのサブカテゴリ
ーが抽出された。第 0ステップより第 5ステ



ップまでのサブカテゴリーは 86つであった。 
 
メンタルヘルス対策に関する産業保健師の
活動項目の尺度開発 
属性、批判的思考態度尺度、SOC および上

述のメンタルヘルス対策に関する産業保健
師の活動項目：86項目に「1.全く実施してい
ない」から「5.よく実施している」の 5段階
評定を加え、産業保健師へ郵送法にて配布・ 
回収中である。現在の配布は 70 部、回収は
22部（回収率 31％）、平均年齢 29.52±11.45
歳であるが、今後、産業医学推進研究会もし
くは産業保健師会等の組織を通して、対象者
を増やし、研究を継続する。現段階での基本
統計量を以下に示す。 
 
表２.メンタルヘルス対策に関する産業保健
師の活動項目尺度の基本統計量 
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